
第 5類　甲種写経　第 50 号　摩訶般若波羅蜜経　巻 11　

隋・唐経篇（243 巻）CD－R22 枚  ￥1,300,000（本体）+税

天平十二年御願経

◆第１回配本（239 巻）CD－R22 枚  ￥1,400,000（本体)+税
◆第２回配本（252 巻）CD－R22 枚  ￥1,400,000（本体)+税
◆第３回配本（259 巻）CD－R22 枚  ￥1,400,000（本体)+税

神護景雲二年御願経

◆第１回配本（205 巻）DVD版 3枚  ￥1,400,000（本体)+税
◆第２回配本（267 巻）DVD版 3枚  ￥1,400,000（本体)+税
◆第 3回配本（270 巻）DVD版 3枚  ￥1,400,000（本体)+税

甲種写経
◆第１回配本（158 巻）DVD版 2枚      ￥900,000（本体)+税
◆第２回配本（158 巻）DVD版 2枚      ￥900,000（本体)+税

乙種写経
◆第１回配本（197 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 2回配本（202 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 3回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 4回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 5回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 6回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 7回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥1,400,000（本体)+税
◆第 8回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥2,200,000（本体)+税

第一期

第二期

第三期

第四期

第五期

分売価格　第 8回 -1（DVD 2 枚   No.130-131）
                                                                      ￥1,100,000（本体)+税
　　　　　第 8回 -2（DVD 2 枚   No.132-133）
                                                                      ￥1,100,000（本体)+税

分売価格　第 9回 -1（DVD 2 枚   No.134-135）
                                                                      ￥1,100,000（本体)+税
　　　　　第 9回 -2（DVD 2 枚   No.136-137）
                                                                      ￥1,100,000（本体)+税

　正倉院事務所が長年に亘り調査・修理・保存を重

ねてきた『聖語蔵』経巻4,960巻の出版事業をす

すめてまいりました。このたび第一期　隋・唐経

篇、第二期　天平十二年御願経、第三期　神護景

雲二年御願経、第四期　甲種写経につづき第五期

『乙種写経』の刊行がはじまりました。

　仏教学、歴史学、文献学、文学、国語学、書道

史など、様々な研究分野に大きな転機をもたらすも

のとして内外の期待を集めているものです。1200

年の時を経て、今その全容が明らかになります。

編集：宮内庁正倉院事務所
監修：髙﨑　直道　　築島　裕　　皆川　完一

発行・発売：丸善雄松堂株式会社

宮内庁正倉院事務所所蔵

カラーデジタル版

◆第 9回配本（201 巻）DVD版 4枚   ￥2,200,000（本体)+税

◆第 10 回配本（199 巻）DVD 版 4 枚 ￥2,200,000（本体)+税
分売価格　第 10回 -1（DVD 2 枚 No.138-139）
                                                                      ￥1,100,000（本体)+税
　　　　　第 10回 -2（DVD 2 枚 No.140-141）
                                                                      ￥1,100,000（本体)+税



推
薦
の
こ
と
ば

　

平
成
十
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
聖
語
蔵
経
巻
の
カ
ラ
ー
デ
ジ

タ
ル
版
の
刊
行
は
、
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
の
下
、
第
一
期
「
隋
・

唐
経
篇
」
を
皮
切
り
に
順
調
に
進
み
、今
回
、第
五
期
「
乙
種
写
経
」

の
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
「
乙
種
写
経
」
は
、

聖
語
蔵
経
巻
写
経
之
部
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
で
あ
り
、
お
お
む

ね
院
政
期
か
ら
南
北
朝
期
に
亘
っ
て
書
写
さ
れ
、
長
く
東
大
寺

尊
勝
院
に
蔵
さ
れ
て
き
た
二
百
九
十
点
・
二
千
十
二
巻
が
含
ま

れ
て
い
る
。

聖
語
蔵
経
巻
乙
種
写
経
の
刊
行
に
寄
せ
て

木
村
清
孝

鶴
見
大
学
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授　

　

聖
語
蔵
経
巻
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が
ま
ず
頭
に
思
い
浮
か
べ

る
の
は
、
第
一
期
刊
行
の
隋
経
・
唐
経
か
、
第
二
期
刊
行
の
光
明

皇
后
の
天
平
十
二
年
御
願
経
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
そ
れ
ら
は
、
文

化
財
と
し
て
も
歴
史
資
料
と
し
て
も
、
抜
群
の
価
値
を
有
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
乙
種
写
経
」
に
も
、
一
面
に
お
い

て
そ
れ
ら
に
劣
ら
な
い
価
値
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
文
化

財
的
価
値
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
詳
細
な
調
査
・
分
析
を
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
乙
種
写
経
」
が
も
つ
資

料
的
価
値
は
、
全
体
を
鳥
瞰
す
る
だ
け
で
も
、
極
め
て
高
い
こ
と

が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
調
査
・
研
究
を
通

じ
て
、
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
展
開
し
た
日
本
仏
教
の
リ
ア
ル

な
様
態
の
一
面
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
る
こ
と
が
十
分
に
期
待
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
筆
者
が
す
で
に
得
て
い
る
「
乙
種
写
経
」
の
基
本
情

報
だ
け
か
ら
も
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
窺
い
知
ら
れ
る
。①
般
若

経
に
対
す
る
熱
い
信
仰
・
祈
願
が
あ
っ
た
こ
と
（
∵『
大
般
若
経
』

六
〇
〇
巻
三
部
〔
部
分
的
に
散
逸
〕
の
比
重
が
極
め
て
大
き
い
）、

②
仏
教
の
基
礎
学
が
決
し
て
軽
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
（
∵

難
解
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
が
少
な
か
ら
ず
書
写
さ
れ
て
い
る
）、③

中
国
仏
教
へ
の
依
存
度
が
相
当
に
高
い
こ
と
（
∵
諸
種
の
中
国
撰

述
論
書
が
多
く
書
写
さ
れ
て
い
る
）、④『
三
階
仏
法
』
や
い
わ
ゆ

る
疑
偽
経
論
な
ど
、
民
衆
仏
教
関
連
の
重
要
な
文
献
が
存
す
る
こ

と
、⑤
奥
書
・
書
き
込
み
・
加
点
・
押
印
等
、
貴
重
な
研
究
材
料

を
提
供
す
る
も
の
が
相
当
数
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
第
五
期

「
乙
種
写
経
」
の
発
刊
を
鶴
首
し
て
待
つ
所
以
で
あ
る
。

　

平
安
中
期
の
天
暦
元
年
（
九
四
七
）、
大
僧
都
光
智
の
本
願
に

よ
り
創
建
さ
れ
た
東
大
寺
尊
勝
院
は
、
華
厳
宗
本
所
と
し
て
寺
内

の
三
面
僧
坊
や
法
華
堂
に
止
住
す
る
華
厳
宗
僧
の
頂
点
に
位
置

し
、
同
宗
の
伝
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
八
宗
兼
学
を
標

榜
す
る
東
大
寺
に
あ
っ
て
、
創
建
期
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
多
く

の
寺
僧
に
よ
る
修
学
活
動
に
よ
り
、
諸
宗
に
わ
た
る
多
数
か
つ
多

様
な
経
巻
・
聖
教
が
書
写
・
撰
述
さ
れ
伝
来
し
て
き
た
。
古
代
・

中
世
の
仏
教
史
研
究
に
お
い
て
、
東
大
寺
の
諸
経
蔵
に
伝
え
ら
れ

た
膨
大
な
経
巻
・
聖
教
は
、
修
学
活
動
の
実
態
を
語
る
重
要
な
研

究
素
材
と
な
る
。
と
り
わ
け
東
大
寺
の
創
建
と
発
展
に
決
定
的
な

役
割
を
果
た
し
た
華
厳
宗
は
、
そ
の
教
学
の
具
体
的
な
姿
を
尊
勝

院
の
経
蔵
で
あ
る
「
聖
語
蔵
」
に
伝
え
た
。
こ
の
「
聖
語
蔵
」
は
、

東
大
寺
「
三
倉
」（
正
倉
院
）
や
「
東
南
院
文
書
」
等
と
同
じ
く
、

明
治
時
代
に
皇
室
に
献
納
さ
れ
、
現
在
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

に
管
理
さ
れ
る
。

　

さ
て
平
成
十
二
年
度
か
ら
既
に
四
期
に
わ
た
り「
聖
語
蔵
経
巻
」

の
高
精
細
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
、丸
善
株
式
会
社
か
ら
販
売
さ
れ
、

詳
見
が
容
易
で
は
無
か
っ
た
隋
・
唐
経
を
は
じ
め
「
天
平
十
二
年

御
願
経
」・「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」・「
甲
種
写
経
」
の
全
貌
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
平
安
院
政
期
か
ら
鎌
倉
・
南
北
朝
時

代
に
成
立
し
た
「
乙
種
写
経
」
二
九
〇
点
（
二
千
余
巻
）
の
第
五

期
第
１
回
配
本
（
全
10
回
配
本
予
定
と
の
こ
と
）
の
撮
影
が
終
了

し
、
刊
行
と
聞
く
。
現
在
は
東
大
寺
図
書
館
（
東
大
寺
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
）
に
架
蔵
さ
れ
る
経
巻
・
聖
教
と
同
根
を
な
す
「
乙
種

写
経
」
は
、
東
大
寺
に
伝
持
さ
れ
た
仏
法
の
研
究
に
は
不
可
欠
の

史
料
群
と
い
え
る
。
そ
の
中
に
は
、
華
厳
経
・
同
疏
は
言
う
を
俟

た
ず
、
諸
経
目
録
か
ら
「
義
章
問
答
」・「
涅
槃
講
式
」
等
、
幅
広

い
論
疏
や
聖
教
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
経
巻
・
聖
教
個
々
の
史
料

的
な
研
究
と
併
行
し
て
、
東
大
寺
図
書
館
に
現
存
す
る
経
巻
・
聖

教
と
一
体
の
史
料
群
と
し
て
の
検
討
が
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
中

世
に
お
け
る
東
大
寺
の
諸
宗
教
学
の
修
学
実
態
の
解
明
が
、
よ
り

詳
細
に
進
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
刊
行
を
大
い
に
待
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

「
聖
語
蔵
乙
種
写
経
」
の
刊
行
に
寄
せ
て

永
村
眞

日
本
女
子
大
学
教
授
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
長



国
際
的
な
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の

聖
語
蔵
経
巻 

小
助
川
貞
次

富
山
大
学
人
文
学
部
教
授

 　

漢
文
文
献
を
自
言
語
で
読
解
し
、
そ
の
結
果
を
種
々
の
符
号

を
用
い
て
漢
文
文
献
に
直
接
加
点
し
て
い
く
現
象
は
、
日
本
語
の

み
な
ら
ず
、
朝
鮮
語
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
も
存
在
し
、
こ

れ
ら
を
相
互
に
比
較
す
れ
ば
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
特

殊
性
と
普
遍
性
が
見
え
て
く
る
。
類
似
の
現
象
は
、
ラ
テ
ン
語
文

献
な
ど
の
欧
文
文
献
に
も
あ
り
、
古
典
籍
に
対
す
る
人
類
共
通
の

知
的
営
為
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。た
だ
残
念
な
こ
と
は
、

最
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
は
ず
の
日
本
語
資
料
の
公
開
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
敦
煌
文
献
は
大
英
図
書
館
の

I
D
P
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
のgallica

に
よ
っ
て
、
ま
た

欧
文
文
献
（
ス
イ
ス
国
内
中
世
資
料
）
もe-codices

に
よ
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の

状
況
が
続
け
ば
、
日
本
の
古
訓
点
研
究
・
漢
文
訓
読
研
究
は
世
界

の
趨
勢
か
ら
大
き
く
遅
れ
を
と
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 　

こ
の
よ
う
な
中
で
聖
語
蔵
経
巻
第
五
期
第
六
類
、
す
な
わ
ち

院
政
期
、
鎌
倉
、
南
北
朝
期
を
中
心
と
し
た
乙
種
写
経
二
九
〇
点
、

二
〇
一
二
巻
が
刊
行
さ
れ
、正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
の
「
写
経
之
部
」

七
一
五
点
、
四
〇
六
三
巻
の
全
て
が
出
揃
う
こ
と
に
は
極
め
て
高

い
意
義
が
あ
る
。
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
優
品
を
選
び
出

す
こ
と
は
勿
論
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
真
価

は
全
体
像
が
見
え
て
こ
そ
初
め
て
分
か
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
度

の
第
五
期
第
六
類
の
中
に
も
訓
点
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
、
す
で
に
春
日
政
治
博
士
、
鈴
木
一
男
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
分
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
精

密
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
実
見
・
調
査
で
き
る
こ
と
は
、「
正
倉
院

聖
語
蔵
経
巻
の
古
訓
点
研
究
」
が
再
出
発
で
き
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
日
本
の
古
訓
点
研
究
・
漢
文
訓
読
研
究
が
再
び
勢
い
を

取
り
戻
し
、
国
際
的
な
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

 　

第
一
期
隋
・
唐
経
篇
が
刊
行
さ
れ
て
す
で
に
十
数
年
。
こ
の
間
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
は
急
速
な
進
歩
を
遂
げ
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
利

用
す
る
環
境
は
格
段
に
進
展
・
改
善
し
た
。
聖
語
蔵
経
巻
が
世
界
に

誇
る
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
研
究
の
み
な
ら
ず
教
育
の
場
で
活
用

さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
間
違
い
な
い
。
国
際
的
な
研
究
・
教
育
資
源
と

し
て
の
聖
語
蔵
経
巻
の
刊
行
を
大
い
に
慶
ぶ
も
の
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
版
「
聖
語
蔵
経
巻
」
の
活
用

飯
田
剛
彦

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
調
査
室
長

　

丸
善
株
式
会
社
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
版
「
聖
語
蔵
経
巻
」
は
、
こ

の
た
び
第
五
期
乙
種
写
経
の
刊
行
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
写

経
之
部
」
の
最
後
と
し
て
一
つ
の
区
切
り
で
あ
り
、
正
倉
院
事
務

所
に
奉
職
し
て
以
来
十
三
年
余
、
撮
影
現
場
で
作
業
を
担
っ
て
き

た
者
の
一
人
と
し
て
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

「
写
経
之
部
」
に
つ
い
て
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
量
は
膨
大
で
あ
り
、

現
在
希
求
さ
れ
る
の
は
、そ
の
積
極
的
な
活
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
回
『
正
倉
院
紀
要
』
三
十
四
号
に
お
い
て
「
神
護
景
雲
二
年
御

願
経
」
の
性
格
に
関
す
る
考
察
を
公
表
し
た
が
、
こ
れ
は
丸
善

D
V
D
を
最
大
限
に
利
用
し
た
成
果
で
あ
る
。

　

称
徳
天
皇
勅
願
の
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
は
聖
語
蔵
に
七
四
二

巻
が
分
類
・
整
理
さ
れ
る
が
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
五
月

十
三
日
付
の
巻
末
願
文
を
有
す
る
も
の
は
わ
ず
か
四
巻
の
み
で
、

そ
れ
以
外
の
経
巻
の
素
性
は
実
際
に
は
不
明
で
あ
っ
た
。
正
倉
院

文
書
と
の
対
応
か
ら
各
経
巻
が
属
す
る
写
経
事
業
・
担
当
経
師
を

類
推
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
蓋
然
性
の
高

さ
は
、
墨
書
の
点
画
の
配
列
や
逆
筆
の
有
無
等
経
師
の
書
き
癖
、

経
師
が
選
択
し
た
字
体
の
傾
向
等
、
個
別
経
巻
に
あ
た
っ
て
は
じ

め
て
検
証
可
能
と
な
る
。
こ
の
作
業
は
原
本
を
並
べ
て
実
施
す
る

よ
り
、
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
て
文
字
を
探
索
し
、
対
象
を
高

倍
率
で
拡
大
で
き
る
丸
善
D
V
D
を
用
い
て
行
う
方
が
俄
然
効
率

的
で
あ
る
。
ま
た
、
丸
善
D
V
D
は
料
紙
の
色
や
質
感
、
白
書
、

界
線
の
規
格
等
の
情
報
も
高
い
再
現
性
で
提
供
し
て
お
り
、
有
効

な
判
断
材
料
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
、
願
文
の
な
い
経

巻
の
大
半
は
宝
亀
年
間
の
五
部
一
切
経
の
内
の
、
今
更
一
部
経
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
回
、
大
量
の
経
巻
の
仕
分
け
を
曲
が

り
な
り
に
も
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
丸
善
D
V
D
の
お
蔭
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

五
月
一
日
経
と
共
に
奈
良
朝
一
切
経
の
双
璧
を
な
す
景
雲
経
が

聖
語
蔵
に
は
四
巻
し
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
結
論
は
衝
撃
的
で
あ

る
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
正
倉
院
文
書
と
対
応
す
る
一
切
経
が
新
た

に
確
認
さ
れ
た
喜
ば
し
い
事
態
と
も
評
価
で
き
る
。
今
後
は
文
書

の
記
載
内
容
と
経
巻
そ
の
も
の
と
の
相
関
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細

な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
更
一
部
経
の
本
経
と

さ
れ
る
五
月
一
日
経
と
の
逐
次
的
な
比
較
も
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
際
、
丸
善
の
デ
ジ
タ
ル
版
「
聖
語

蔵
経
巻
」
は
不
可
欠
な
情
報
源
で
あ
り
、
よ
り
積
極
的
か
つ
広
範

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。



大乗悲芬陀利経 2巻、如来示教勝軍王経、優婆塞戒経、仏本行集経、

五分律 27巻、三無性論、仏説徳光太子経、仏説象頭精舎経、摩訶

摩耶経、大方広仏華厳経(#)  104巻、鼻奈耶律 2巻、持人菩薩経 4巻、

長寿王経、鞞婆沙論 5巻、文殊師利仏土厳浄経 2巻、仏説当来変

経、信力入印法門経 3巻、東方最勝灯王如来経、文殊師利所説不思

議仏境界経 2巻、度世品経 4巻、仏説孛経、灌頂経、無所有菩薩経、

毘尼母経 5巻、等目菩薩経、四分比丘戒本、四分比丘尼戒本、月上女

経、仏説如幻三昧経 4巻、浄飯王涅槃経、仏説稲芋経、顕揚聖教論 

10巻、奮迅王問経 2巻、師子月仏本生経、宝女所問経 3巻、仏説幻士

仁賢経、犯戒報応軽重経、仏説越難経、僧祇比丘戒本#、僧祇比丘尼

戒本#

◆第 1回配本

宝雲経 5巻、阿毘達磨集異門足論 6巻、仏説持心梵天経 4巻、大方

広三戒経、大方等大集経 2巻、大方等大集経賢護分#、大方等大集

経、大方等大集経賢護分#、大方等大集経 2巻、大方等大集経賢護

分#、大方等大集経 3巻、十誦律 17巻、諸菩薩求仏本業経、解脱戒

本、大乗方広総持経、大悲経 3巻、大乗頂王経、大方広宝篋経 3巻、

大集須弥蔵経 2巻、僧伽咤経 3巻、実相般若波羅蜜経、月灯三昧経 

7巻、羅摩伽経 2巻、占察善悪業報経 2巻、度諸仏境界智光厳経、

仏説濡首菩薩無上清浄分衛経 2巻、仏説無所悕望経、仏説荘厳菩提

心経、金剛般若波羅蜜経論、説無垢称経 4巻、薩婆多毘尼婆沙 6巻、

大樹緊那羅王所問経 4巻、撰集百縁経、観察諸法行経# 4巻、縁生

初勝分法本経#、仏説鄣真陀羅経 2巻、毘尼摩得勒伽 9巻、央掘魔

羅経 4巻、仏説戒消災経、仏説須摩提経、仏説堅心政意経、仏説竜

施女経、仏説長者女菴提遮師子吼了義経、一切智光明仙人慈心因縁

不食肉経、八仏名号経、大般泥洹経 6巻、菩薩投身餓虎起塔因縁経、

大明度無極経 3巻、摩訶僧祇律 17巻、阿毘達磨発智論 18巻、仏説

除恐災患経、抜陂菩薩経、仏説胞胎経、阿毘達磨識身足論 5巻、増

壱阿鋡経 2巻、仏華厳入如来徳智不思議境界経 2巻、華手経 10巻、

仏説無量清浄平等覚経、発覚浄心経 2巻、衆事分阿毘曇経 2巻、舎

利弗阿毘曇論 4巻、思益梵天問経 3巻、本事経 5巻、菩薩善戒経 7

巻、阿毘達磨蔵顕宗論 2巻、仏本行集経 29巻、根本説一切有部苾

蒭尼毘奈耶 6巻、虚空蔵菩薩神呪経、虚空蔵菩薩経、仏説菩薩本業

経、阿閦仏国経# 2巻、慧上菩薩問大善権経#、宝星陀羅尼経 8巻、

大般涅槃経後分 2巻、阿闍貰王女経、菩薩地持経 3巻

◆第 2回配本

菩薩地持経 6巻、十誦比丘戒本、十誦比丘尼戒本、等集衆徳三昧経、

根本説一切有部毘奈耶 30巻、根本説一切有部毘奈耶雑事 19巻、金

剛三昧本性清浄不壊不滅経、沙弥法戒并威儀#、仏説解節経、金光

明経(#) 5巻、尊勝菩薩所問一切諸法入無量門陀羅尼経、漸備経 3巻、

如来荘厳智慧光明入一切仏境界経、観仏三昧経 7巻、仏説業報差別

経、普門品経、阿惟越致遮経、阿毘曇毘婆沙論 3巻、仏説阿弥陀経、

菩薩十住経、摩訶般若波羅蜜経 26巻、舎利弗問経、阿毘曇八犍度論 

27巻、根本薩婆多部律摂 11巻、大宝積経 20巻、根本百一羯磨 8巻、

仏説明度五十校計経、楞伽経、雑阿毘曇心論、仏説称揚諸仏功徳

経、仏説菩薩行方便境界神通変化経 2巻、造立形像福報経、法滅尽

経、優婆夷浄行法門経、象腋経、道神足無極変化経、阿毘曇経(#) 

2巻、大方等陀羅尼経 4巻、根本説一切有部毘奈耶頌 4巻、文殊尸

利行経、力荘厳三昧経、郁迦羅越問菩薩行経、大方等大集賢護経 

2巻、持世経 2巻、阿毘達磨品類足論 4巻、人本欲生経、仏説方等

般泥洹経#、維摩経#、大方等大集菩薩念仏三昧経 9巻、観世音菩薩受

記経、過度人道経、自在王菩薩経、大方等頂王経、沙弥尼離戒文、

方広大荘厳経、根本説一切有部戒経、仏説法鏡経、離垢旋女経、四

分律、呪五首#、景雲経断簡(#) 35巻

◆第３回配本

賢劫経 10巻、大智度論 2巻、十地経論(#) 3巻、十地論 3巻、大荘

厳経#、大荘厳論#、摂大乗論釈論#、那先比丘経

【隋経】

大乗大集地蔵十輪経 巻1-5合本、大毘婆沙論(#) 2巻、成唯識論、

金光明経、大智度論 69巻、四分律 16巻、深密解脱経 5巻、顕揚聖

教論 10巻、大乗阿毘達磨雑集論 5巻、摩訶般若波羅蜜経(#) 35巻、

阿毘達磨大毘婆沙論 2巻、前世三転経、説無垢称経、大般涅槃経集

解 18巻、大薩遮尼乾子経 10巻、分別縁起初勝法門経、大方広十輪経 

7巻、天台大師五方便門、阿難同学経、勝天王般若波羅蜜経 6巻、仏

説不増不減経、虚空蔵菩薩神呪経、虚空蔵菩薩経、仏説徳護長者経、

根本薩婆多部律摂 2巻、解深密経 4巻、摩訶般若波羅蜜道行経# 10

巻、大般若経#、普超三昧経 3巻、唐経断簡# 4巻

【唐経】

呵鵰阿那含経#、沙曷比丘功徳経、仏遺日摩尼宝経#、仏説諫王経、

仏五百弟子自説本起経#、仏説孛経、仏説一向出生菩薩経、仏説浄業

鄣経、仏説菩薩蔵経 3巻、灯指因縁経、人本欲生経、大魚事経、最

無比経、一切法高王経、金剛場陀羅尼経、過去荘厳劫千仏名経、仏

説菩薩逝経、大威灯光大仙人問疑経#、泥犁経、四分比丘尼羯磨法、

四分尼戒本、五分比丘尼戒本、禅秘要経 5巻、度諸仏境界智光厳

経、仏説阿闍世王経、阿育王経、仏説菩薩本業経、開皇三宝録 2巻、

大比丘三千威儀、過去現在因果経 4巻、修行道地経、悲華経 10巻、

仏説明度五十校計経、仏説幻士仁賢経、仏説如来興顕経 4巻、大樹

緊那羅王所問経 4巻、仏説中陰経、大乗顕識経、仏説徳護長者経、

仏説如幻三昧経 4巻、摩訶衍宝厳経（毘邪娑問経）#、仏華厳入如来

徳智不思議経# 2巻、仏説濡首菩薩無上清浄分衛経 2巻、仏説称揚諸

仏功徳経 2巻、央掘摩羅経、続高僧伝、聖善住意天子所問経 3巻、

維摩詰所説経 3巻、出曜経#、未曽有因縁経、毘邪娑問経 2巻、無所

有菩薩経 2巻、増壱阿鋡経 38巻、別訳雑阿含経#、雑阿含経 27巻、

中阿鋡経 28巻、別訳雑阿含経 5巻、本事経 5巻、長阿含経 11巻、

増壱阿鋡経# 2巻、毘尼母経 6巻、諸法本無経 2巻、法句譬喩経 4巻、

仏説宝雨経 3巻、法集経 2巻、大方広三戒経、菩薩行方便境界神通

変化経 2巻、般若波羅蜜光讃経# 8巻、文殊師利所説不思議仏境界経

#、度世品経、道神足無極変化経、小品般若波羅蜜経# 2巻

◆第１回配本

毘尼摩得勒伽、四分律# 3巻、律摂、宝積三昧文殊師利問法身経、大

乗悲分陀利経、瑜伽師地論 80巻、十誦律 23巻、僧祇律 7巻、善見

律 9巻、四分律(#) 28巻、大宝積経論#、大宝積経 45巻、大方等大

集経 10巻、漸備一切智徳経 4巻、雑阿毘曇心経、阿毘曇経 5巻、仏

本行集経 16巻、阿毘達磨蔵顕宗論 16巻

◆第 2回配本

大般涅槃経集解 17巻、衆事分阿毘曇 10巻、阿毘達磨法薀足論 10

巻、阿毘曇八犍度 23巻、阿毘曇毘婆沙(#)、阿毘達磨順正理論 29

巻、根本説一切百一羯磨 9巻、根本説一切有部毘奈耶 24巻、雑阿毘

曇心論 6巻、摩訶般若放光経 7巻、舎利弗阿毘曇(#) 7巻、根本薩婆

多部律摂 10巻、根本説一切有部尼陀那 2巻、根本説一切有部毘奈耶

律 2巻、根本説一切有部毘奈耶頌 4巻、根本説一切有部毘奈耶# 3

巻、阿毘曇比婆沙論 2巻、根本説一切有部毘奈耶雑事 32巻、根本

説一切有部苾蒭尼比奈耶 6巻、尊婆須蜜菩薩所集 3巻、根本説一切

有部目得迦 2巻、摂大乗論釈論 9巻、般若波羅蜜光讃経# 4巻、小品

般若波羅蜜経#、楽瓔珞荘厳方便経#、観察諸法行経、深密解脱経 4

巻、大集経月蔵分# 9巻、持心経、大方広十輪経 2巻、等集衆徳三昧

経、分別縁起初勝法問経、広博厳浄不退転輪経 5巻、仏本行集経、

仏説宝雨経、根本説一切有部毘奈耶尼陀那頌、仏説無常経、根本薩

婆多部律摂 4巻、失題経、願経断簡# 2巻

◆第３回配本

聖語蔵経巻聖語蔵経巻

【第一期】  隋・唐経篇

【第二期】 天平十二年御願経

【第三期】  神護景雲二年御願経



大方広仏華厳経 3巻、勝光天子経、大方広入如来智徳不思議経、大

方広如来不思議境界経、勝思惟梵天所問経 6巻、菩薩瓔珞本業経 2

巻、像法決疑経、梵網経、大般若経(#) 186巻

法顕伝、仏説腹中女聴経、仏説堅固女経、阿毘達磨界身足論、仏説

群牛譬経、仏説善法方便陀羅尼呪経、仏説陀羅尼集経 12巻、陀羅尼

雑集 3巻、増壱阿含経、別訳雑阿含経 2巻、仏説瞿曇弥記果経、寂照

神変三摩地経、法句経 2巻、仏説梵摩難国王経、仏垂般涅槃略説教

誡経、阿毘達磨蔵顕宗論 2巻、大智度論 9巻、菩薩処胎経 5巻、弥

勒菩薩所問経論 5巻、盧至長者因縁経、離垢慧菩薩所問礼仏法経#、

一字奇特仏頂経、中辺分別論、竜樹菩薩為禅陀迦王説法要偈、優婆

塞五戒相経、添品妙法蓮華経 5巻、転法輪経憂波提舎#、新訳大虚空

蔵菩薩所問経 7巻、仏説潅洗仏形像経、大普集方等王経虚空蔵所問#、

鬼子母経、大般涅槃経後分、大乗入楞伽経(#) 13巻、求法高僧伝 2巻、

梵網経盧舎那仏説菩薩心地戒品第十#、長爪梵志請問経、諸経要集 6

巻、摂大乗論本# 3巻、正恭敬経、国王不梨先尼十夢経、摂大乗論釈論

(#) 7巻、摂大乗論釈# 2巻、唯識二十論、頻毘娑羅王詣仏供養経、仏

説不自守意経、仏母大孔雀明王画像壇場儀軌法、歴代三宝記、随相

論中解十六諦#、開皇三宝録 4巻、能断金剛般若波羅蜜多経論釈# 3

巻、千転陀羅尼観世音菩薩呪経、蓮華面経、賓頭盧説法経、阿難陀目

佉尼呵離陀隣尼経、阿毘曇毘婆沙論(#) 57巻、仏昇忉利天為母説法

経、中阿含経 2巻、涅槃講式、放光経#、摩訶般若波羅蜜経(#) 11巻

師子荘厳王菩薩請問経、十地経論、仏説瞿曇弥記果経、仏説八無暇

有暇経、中論、仏説仏医経、金光明経 3巻、過去現在因果経、成実

論、大方広仏華厳経 巻72-80合本、虚空孕菩薩経、摩訶衍宝厳経、

天平経断簡(#) 4巻、大乗顕識経、維摩詰経、大方広仏華厳経 2巻、

大智度論、四童子三昧経 3巻、観仏三昧経 2巻、法華決釈記、法華

略讃嘆、五分律 20巻、賢者五福経、比丘聴施経、法鏡経、観察諸法

行経受記品、大荘厳論、弁中辺論、造塔功徳経、誠実論経 7巻、大方

広仏華厳経、大乗義章 3巻、探玄記 4巻、梵網経疏抄 3巻、根本説

一切有部尼陀那目得迦#、弥勒来時経、大方広仏華厳経 2巻、華厳

経論#、大方広仏華厳経 2巻、大智度論 7巻、大乗掌珍論、大方広

仏華厳経 2巻、十地論 3巻、般若灯論 5巻、仏説四未曽有法経、大

乗阿毘達磨雑集論 10巻、妙法蓮華経憂波提舎#、十地論、十二門論、

大般若経、十地論#、摩訶般若波羅蜜経 16巻、大方広仏華厳経 26巻

◆第 1回配本

◆第 1回配本

◆第 2回配本

◆第 3回配本

◆第 4回配本

◆第 5回配本

◆第 6回配本

第 8回‐1

集一切福徳三昧経、順権方便経、文殊師利現宝蔵経、千手千眼観世音

菩薩大身呪本、阿毘曇経、観所縁々論釈、成実論、大方広仏華厳経 32

巻 #、華厳経論 #、大方広仏華厳経 61 巻 #

第 8回‐2

大方広仏華厳経 67 巻 #、大般若経 #、大方広仏華厳経 23 巻 #、大方広

仏華厳経不思議仏境界分 #、大方広仏華厳経入法界品四十二字観門 #、

分別功徳論 3 巻、高僧伝、続高僧伝 #、高僧伝 2 巻

◆第 8回配本

第 9回‐1

高僧伝 11巻#、続高僧伝 2巻#、大孔雀明王経、大丈夫論、菩提資粮論、

十住毘婆沙論、阿唎多羅陀羅尼経、度一切諸仏境界智厳経、仏入涅槃密迹

金剛力士哀恋経、摩訶般若放光経 16巻、大智度論#、薬師如来本願経、金

剛般若波羅蜜経破取著不壊仮名論 2巻#、維摩詰経 2巻#、不動念誦儀軌、

十地論#、羯磨#、曇無徳律部雑羯磨#、持世経 2巻、大般若経53巻#

第 9回‐2

大般若経 100巻

第 10 回‐1

大般若経 87巻、阿毘曇経＃、中観論、撰集三蔵及雑蔵伝、仏説諸法勇王

経、阿毘達磨倶舎論#、弘道広顕三昧経、金剛般若論 2巻、倶舎論 2巻#、

能断金剛般若波羅蜜多経論頌#、十二門論、普賢処説経

第 10 回‐2

護浄経＃、入法界体性経、顕識論、沙弥尼戒経、大乗入楞伽経、大乗伽耶

山頂経、薩婆多毘尼毘婆沙、瑜伽師地論、大智度論疏#、法華経 3巻、法

華経論 2巻、倶舎論頌釈疏#、倶舎論 12巻、倶舎論頌釈疏  2巻#、倶舎論

#、十地論、大方広仏華厳経、解深密経#、一字奇特仏頂経#、仏昇忉利天

為母説法経、千手千眼観世音菩薩陀羅尼経、大般若経#、雑阿毘曇心論、

勧発諸王要偈、一字奇特仏頂経、牟梨曼陀羅呪経、仏説施燈功徳経、摩訶

般若波羅蜜経、三宝感応要略録#、阿毘達磨大毘婆沙論 4巻、説一切有部

発智大毘婆沙論、入阿毘達磨論、鞞婆沙論、大方等大集経 2巻、正法華

経、法華経、華厳長者問仏経、華厳経、六菩薩名、満願子経、仏性論 2

巻、木槵子経、五王経、略教誡経、三法度論、曼殊師利功徳経、中辺分別

論、請賓頭盧法、譬喩経、仁王護国般若経、千手観音悲心陀羅尼、大悲

経、不空羂索神変真言経、経律異相、宝性論、善悪業報経#、五千五百仏

名経、大方広仏華厳経＃、妙法蓮華経＃、倶舎論要文集＃、百千頌大集経

地蔵菩薩請問法身讃＃、大沙門百一羯磨法、大威力烏枢瑟摩明王経、成実

論、摩訶般若波羅蜜経、阿毘曇経 4巻、乙種古写経断簡 10巻#

◆第 10回配本

金剛般若経疏、諸法最上王経、大方広仏華厳経 3巻、倶舎論、異部

宗輪論 2巻、探玄記附問答記 3巻、普曜経 5巻、華厳長者問仏那羅

延力経、衆経目録 5巻、大荘厳論 2巻、義章問答 3巻、正法華経 7

巻、阿毘達磨順正理論 24巻、探玄記 2巻、大方広仏華厳経、仏華厳

入如来徳智不思議境界経#、大方広仏華厳経(#) 51巻、華厳経論#、大

方広仏華厳経 82巻、大方広仏華厳経入法界品#

大方等大集経 4巻、像法決疑経、大疏鈔玄談義解 8巻、阿毘達磨倶舎

論 7巻、法華経疏 2巻、法華略抄#、伽耶山頂経、大般涅槃経 25巻、大

般涅槃経後分#、大乗大集地蔵十輪経 2巻、金光明最勝王経注釈、大乗

金剛髻珠菩薩修行分、金剛秘密善門陀羅尼経、金光明経 7巻、説一切

有部倶舎論#、仏説弘道広顕三昧経 2巻、摩訶般若波羅蜜経、放光経#、

法華経二十八品略釈、法華論疏、金光明最勝王経疏、大方広仏華厳経 

8巻、大聖文殊師利菩薩仏刹功徳荘厳経 2巻、大荘厳論 5巻、大乗荘厳

経論#、大荘厳論、大阿羅漢所説法住記、金剛般若経讃述、十地経論、

弘道広顕三昧経、弁中辺論、法華略記、法華論経子注#、法花疏#、大般

若経 14巻、探玄記、大方広仏華厳経行願品 27巻、仏名経、大方広仏華

厳経論 4巻、甲種古写経断簡(#) 14巻、大品経 2巻

◆第 2回配本

巻数表示が無いものは1巻を指し、昭和5年刊「正倉院聖語蔵経巻目録」
と相違するものは経巻名あるいは巻番号の後に#を付しました。

【第四期】  甲種写経

【第五期】  乙種写経

大般若経(#) 81巻、中論 5巻、像法決疑経#、倶舎論、大周刊定衆経

目録 3巻、一百五十讃仏頌、三慧経、迦葉赴仏般涅槃#、分別業報

略経#、大方広円覚修多羅了義経、慈氏菩薩所説大乗縁生稲槞喩経#、

不空羂索陀羅尼経、不空羂索陀羅尼自在王呪経#、不空羂索呪経、経

律異相 30巻、古今訳経図記 4巻、続高僧伝 9巻、仏説転女身経、婆

薮槃豆法師伝、業成就論、沙弥十戒法並威儀#、百喩経、無明羅刹集

# 2巻、仏説普曜経 3巻、阿毘曇五法行経、成唯識宝生論 3巻、阿毘

達磨大毘婆沙論(#) 20巻

阿毘達磨大毘婆沙論(#) 131巻、龍樹菩薩勧誡王頌、大般若波羅蜜多

経#、般若灯論、仏説十力経、鞞婆沙論 12巻、大聖歓喜双身毘那夜迦

天形像品儀軌法#、仏説出家功徳経、鞞婆沙論十八界処#、仏説罪福報

応経、四品学法経、仏説盂蘭盆経、仏説聖法印経、無量寿経論、十門

弁惑論 2巻、師子素駄娑王断肉経#、証契大乗経 2巻、縁起聖道経、

五百問事経、大宝積経論 3巻、弥沙塞戒本#、夢相思塵論、金剛仙論 

5巻、仏説乳光仏経、仏説治意経、仏説弃意経、大方広未曾有経善巧

方便品#、仏説浴像功徳経#、仏説出生無量門持経、仏説弥勒下生経、

放鉢経、大乗唯識論、律二十二明了論、因明入正理論、因明正理門

論、仏説如来独証自誓三昧経、仏臨涅槃法住経、三具足経憂波提舎

#、三法度論、仁王護国般若波羅蜜経 3巻、坐禅三昧経 2巻、大方等

大集経 8巻

摩訶般若波羅蜜経 (#) 21 巻、大般若経、大智度論 #、大般若経 175 巻、

法華義疏、妙法蓮華経憂波提舎論 (#) 2 巻

◆第7回配本

◆第 9回配本

大方等大集経 16巻、阿毘達磨倶舎論(#) 7巻、甚希有経、仏説大吉祥天

女十二名号経、甄正論、大唐内典録(#) 12巻、仏説古来世時経、比丘

避女悪名欲自殺経、十地論、十地経(#) 、十地論 3巻、十地経# 8巻、

文殊師利問経 2巻、釈迦方志#、十二頭陀経、無垢浄光大陀羅尼経、

正法念処経 60巻、泥梨経、弟子死復生経、涅槃経本有今無偈論#、

涅槃論、撰集百縁経 10巻、仏為年少比丘説正事経、弘明集 13巻、

広弘明集# 2巻、仏説懈怠耕者経、三階仏法 3巻、有徳女所問大乗

経、一切経音義 7巻、惟日雑難経、遺教経論、付法蔵因縁経 5巻、大

乗百法明門論、無字宝篋経、一切如来心秘密全身舎利宝篋印陀羅尼

経、貞元新定釈教目録 20巻、起世因本経 10巻、続古今訳経図記#



＊ Windows およびMacintosh 対応。
＊ Windows Vista、Windows７、Windows8、Windows10 で
使用可。
＊ Celeron™1.2GHｚ以上。
＊ ブラウザ：インターネットエクスプローラ V5.0 以降、モジ
ラ ファイアフォックス ( グーグル・クローム、マイクロソフ
ト エッジの使用は推奨しません )
＊ Javascript™対応。（フラウザの設定オプションで有効期限を
過ぎた「証明書」を削除してください。）
＊ 内蔵メモリ 126MB以上。
＊ 空きハードディスク 100MB以上。
＊ 1,024×768 ピクセルでフルカラー表示可能なビデオカード。
＊ メディアに対応した読み取り装置（DVDドライブ）。
＊ Macintosh はパワー PC601/120MHｚ以上。
＊ Macintosh は OS8.5 以上メモリー 128MB以上。

* Windows Vista / Windows7 / Windows8、Windows10、インターネッ
トエクスプローラは、米国 Microsoft Corporation の米国およびそ
の他の国における登録商標です。
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* モジラ ファイアフォックスは、米国モジラ・ファウンデーション社
の登録商標です。
* Celeron™は、米国インテル社の登録商標です。
* Macintosh は、米国アップル社の登録商標です。
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ディスプレイの表示解像度は 1024×768 ピクセル、フルカラー
表示でご使用ください。
（Windows では High Color 以上、Macintosh は約 32,000 色以上）

■動作環境について

■ディスプレイ設定について

■ 支店・営業所 

札幌支店

仙台支店

盛岡営業所

名古屋支店

金沢支店

京都支店

大阪支店

神戸支店

岡山支店

松山営業所

広島支店

九州支店

沖縄営業所

〒004-8502　札幌市清田区北野6条1-4-60

〒980-0811　仙台市青葉区一番町2-10-17 仙台一番町ビル

〒020-0015　盛岡市本町通1-9-14 JT本町通ビル2階

〒460-0008　名古屋市中区栄1-24-15 JPR名古屋伏見ビル5階

〒920-0901　金沢市彦三町2-1-10 真和ビル2階

〒607-8085　京都市山科区竹鼻堂ノ前町46-1

〒559-0034　大阪市住之江区南港北1-13-65 コスモプラザビル12階

〒559-0034　大阪市住之江区南港北1-13-65 コスモプラザビル12階

〒700-0822　岡山市北区表町1-3-50

〒790-0806　松山市緑町2-10-10 FURUMOTOビル1階

〒730-0037　広島市中区中町7-23 住友生命平和大通り第2ビル6階

〒815-0031　福岡市南区清水2-15-11

〒900-0021　那覇市泉崎1-12-7 不動産会館ビル6階
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Tel：06-7166-0389　Fax：06-7166-0390

Tel：086-231-2262　Fax：086-231-4370

Tel：089-941-5279　Fax：089-933-7754

Tel：082-247-2252　Fax：082-247-1576

Tel：092-561-1831　Fax：092-561-1854

Tel：098-861-4837　Fax：098-863-0090
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